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「菊池病（組織球性壊死性リンパ節炎）」で有名な菊池昌弘先生が亡くなられた。誠

に残念なことである。4月 28 日とのこと、丁度 101 回病理学会のとき、岩崎先生か

ら伺った。菊池先生は IAP との関わりが深く、2007 年に Silverberg 病理診断教育賞

1995 － 1997 年理事、19988 － 1990 年骨髄のスライドセミナー、1997 － 1998 年悪性

リンパ腫のスライドセミナー講師と大変貢献してもらっています。橋本前会長のお父

様との関係のせいか、橋本先生からもよく菊池先生のお噂を聞いていました。何回か

会合でお話しさせていただきましたが、実に温厚で、楽しいお話をしてくださいまし

た。知らないときは学問一筋の堅物のようにお見受けしていましたが、二つの病院の

経営、おまけに醤油屋の経営もやっていると、これが実に面白いと話された時は、い

ろいろな能力をお持ちで、また他人を引き付けて離さない魅力の多い方なんだなと感

心をした次第です。九州では遠城寺宗知先生がお亡くなりになり、東京の方では山口

和克先生（2月 14 日）、森　亘先生（4月 1日）、関西では佐々木正道先生（4月 20 日）

と、どうも病理学会、IAPを指導してきてくださった大先生たちが続いてお亡くなり

になりました。大変残念に思います。また大変有難うございました。皆様方のご冥福

を祈りたいと思います。

菊池昌弘先生有難うございました
IAP 日本支部　会長　松原　修

菊池昌弘先生
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福岡大学医学部総合医学研究センター病理学

岩崎　宏

今も鮮明に覚えているのは、1970 年（昭和 45 年）に、崩

れ落ちそうに古びた九州大学医学部第二病理学の粗末な木造

の研究室において、菊池昌弘先生と談笑していたときのこと

である。先生は、｢非常に珍しいリンパ節の病変を見つけたよ。

悪性リンパ腫と紛らわしい組織像を呈している特殊なリンパ

節炎で、文献にも載っていない。｣ と嬉しそうに話しておら

れた。その後、｢特異な組織像を呈するリンパ節炎について｣

（日血会誌 1972；35：379）として、歴史に残る発表がなされ、

ほぼ同時期に藤本吉秀らが ｢頚部の亜急性壊死性リンパ節炎

―新しい病態の提唱｣ を発表した。そして現在では、本疾患

は菊池病 /菊池・藤本病ないし組織球性壊死性リンパ節炎と

呼ばれるようになった。

菊池先生は 39 歳の若さで、福岡大学病理学教授に就任した

後も精力的に研究を続けたが、先生の偉いところは、日本以

外にも必ず本疾患が存在すると考え、それを確かめるために、

単身ドイツに渡って調査したことである。先生は 1979 年に、

旧知のキール大学病理学の Lennert 教授（血液病理の大家）

を訪れ、膨大な数のリンパ節標本を再検討した結果、ヨーロッ

パにおいても同様のリンパ節炎があることを確認した。帰国

後、先生は「ドイツにも全く同じリンパ節炎があったよ。」と

仰り、自分の仮説を証明できたことに非常に満足そうであっ

た。Lennert はこの研究成果を非常に高く評価し、1982 年秋

のドイツ病理学会において、初めてKikuchi’s lymphadenitis

という名称を用いて特別講演を行った。当時、私はHumboldt

財団研究員としてドイツに留学中であったので、同学会に出

席し、偶然にも Lennert の講演を聴く機会を得たが、彼は本

疾患の臨床・病理像を詳細に解説し、悪性リンパ腫と鑑別す

べき new disease entity であることを強調した。これが契機

となって、欧米でKikuchi’s disease/lymphadenitis の名称が

急速に広まり、全世界的に研究が進められた。

当初、菊池先生は本病変に出現する nuclear debris（現在

でいうアポトーシス）に注目し、トキソプラスマとの関係を

疑い、マウスにトキソプラスマを接種してみたが、残念なが

ら類似病変は生じなかった。その後、種々のウイルス感染、

免疫応答異常、皮膚病変の存在などが明らかにされ、一部で

は SLEとの関係も議論されているが、未だ病因の確定に至っ

ていない。しかし、本疾患を悪性病変と区別すべき、良性の

リンパ節炎として確立した意義は大きく、日本発の血液病理

学の業績として、医学史の中に末長く刻まれるに違いない。

心より菊池昌弘先生の偉業を称え、ご冥福をお祈りします。

　合掌。

IAP 日本支部前会長

産業医科大学名誉教授

臨床病態医学研究所所長

橋本　洋

菊池昌弘先生のご逝去を悼み、先生からいただいたご指導

とご交誼に心より感謝申し上げます。

私が九州大学病理学教室に入局した昭和 50 年には菊池先

生は既に福岡大学病理学教授として転出されていましたが、

造血器病変で診断に困り、福岡大学の教授室へ出向くと、ど

んなにお忙しい最中もにこやかに懇切丁寧にご指導をいただ

きました。私がドイツのアレキサンダー・フォン・フンボル

ト財団留学生として滞在した（昭和 60 年～ 61 年）フランク

フルト大学病理学の Stutte 教授は菊池先生と同時期に

Lennert 教授が主宰されるキール大学病理学教室に在籍され

ていましたが、先生が他の教室員と同じように日常業務とし

ての病理組織診断および病理解剖を“ノー・プロブレム”と

言いながら熱心に行われていたことなどを Stutte 教授から伺

い、嬉しくなったことを思い出します。また菊池病をはじめ、

先生の素晴らしいご業績について Lennert 教授が高揚してお

話しになったことを懐かしく存じます。

比較的最近の思い出の一つは、平成 20 年 9 月に福岡で開

催した第2回日本・台湾合同スライドカンファレンスに先立っ

て、私と同様に先生を敬愛される台北のKuo 先生及びオース

トラリア、ブリスベーンのCooke 先生との雲仙・長崎見物を

計画し、先生にご同行いただいたところ、外国からのお二人

が大変感激されたことです。私にとっては、先生とお風呂に

一緒に入り、畳の部屋で布団を並べて寝ることができたこと

がとても嬉しく、光栄の極みでした。

長い間暖かくお見守りいただいた先生との思い出は尽きず、

先生を失った悲しみは日々募ってまいります。菊池先生、お

疲れ様でした。どうぞ心安らかにお休み下さい。

福岡大学医学部病理

竹下盛重

菊池昌弘 IAP名誉会員（78 才）

日本病理学会理事、International Academy of Pathology

（IAP）日本支部理事でありました菊池昌弘名誉会員が平成

24 年 4 月 28 日呼吸不全の為、逝去されました。

菊池先生は、昭和 33 年、九州大学医学部医学科を卒業され、

昭和 38 年、同大学院医学研究科博士課程を終了後、第二病

菊池昌弘先生と菊池・藤本病
（組織球性壊死性リンパ節炎）の発見 巨星　菊池昌弘先生を偲んで

追悼の辞
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理学教室の助手となられ、血液学を専攻されました。昭和 41

年より 2年間文部省在外研究員として西ドイツハノーバ市立

病院及びキール大学で Lennert 先生のもと脾臓の研究をされ

ました。昭和 46 年九州大学の助教授になられ、昭和 48 年福

岡大学病理学教室の教授に就任されました。この時期よりリ

ンパ球疾患を研究の対象にされ、「悪性リンパ腫アトラス」

等を編集され、臨床医、病理医、検査師を啓蒙されました。

業績としては、悪性リンパ腫と鑑別が必要な菊池－藤本病の

発見と確立を行い、世界においてKikuchi 病と命名されてい

ます。また、平成 13 年WHO分類の中で、九州沖縄地区に

群発する成人T細胞白血病 /リンパ腫（ATL/L）の臨床病

理像を執筆されました。学会活動では、日本病理学会理事（7

年）、日本血液学会理事（8年）、IAP 理事（2年）、日本リン

パ網内系学会長（6年）を勤めらました。学内では医学部長

を 2期、病院長を 4期、副学長を 4期勤められ、大きな貢献

をされて、平成 19 年に定年退職されました。

退職後は、ご実家の関係の村上華林堂病院の理事長になら

れ、病院を充実させ地域医療に多大なる貢献をされました。

先生は平成 20 年に悪性リンパ腫を患いましたが、担当医の

ご尽力とご本人の高い治癒力により長期間寛解状態がえられ

積極的に理事長職を全うされておられましたが、今春悪性リ

ンパ腫の再発があり、呼吸不全の為、永眠されました。長い

間要職にある中、菊池－藤本病、悪性リンパ腫において多大

なる業績を収められたことは驚嘆に値します。日頃お会いし

た際には、十分に時間を割いていただき、じっくりと我々の

意見を聞いていただける方でした。これまでの感謝の意と共

に先生のご冥福をお祈りいたします。

久留米大学医学部病理

大島孝一

平成 24 年 4 月 28 日の早朝、病理学会のための東京のホテ

ルで、菊池昌弘先生御逝去の報を受け頭の中が真っ白になっ

て、我に返ることが暫くできなかった。悪性リンパ腫で 4年

半闘病しており、ある程度の覚悟はしていたものの、不意打

ちにあったような感じだった。昭和 61 年 6 月、血液内科の

出向として先生の教室に伺うことになり、その後、先生の人

柄もあり、内科に戻ることなく病理を専攻することとなった。

その間、学問もであったが、それより、もっと、いろいろな、

人生に重要なことを教わってきた。これまで、一度たりとも、

怒られた記憶がなく、優しい人柄であった。

菊池病を、昭和 47 年、日本血液学会誌に“Lymphadenitis 

showing focal reticulum cell hyperplasia with nuclear debris 

and phagocytes”で発表され、広く外国でもKikuchi disease

として認知されている。外国の病理の先生に会うと、ほとん

どの方が知っていて、自分は彼の弟子（不肖の）と言うと、

非常に感激してもらって、今さらながら、高名であったこと

が認識された。その後、この病気はアジア人に多く、欧米人

に殆ど見られないことが分かっていて、その後、日本に多い

成人T細胞白血病・リンパ腫を認識し、その病理像を世界に

認識できたのも先生の功績だったと思う。かなり前になるが、

なぜ、Kikuchi disease がそんなに有名なのかと聞いたことが

あって「アメリカの病理認定医の試験によくでるから、また、

アジア人の移民が発症してまれに病理診断に回ってくるのと、

悪性リンパ腫によく間違えられるから試験に出しやすいんだ

よ」と謙遜されて、照れくさそうに言ってあったのが印象的

だった。

昭和 41 年、悪性リンパ腫のキール分類で有名な、キール

大学のDr. K Lennert のもとに留学されて、そのときの同僚

の Dr. HJ Stutte、Dr. HK Müller-Hermelink、Dr. H Stein、

Dr. S Pileri、Dr, PG Issacson、Dr S Poppema、全ての方を

日本に呼んでもらい紹介していただいた。Dr. E Jaffe にも紹

介してもらった。彼女からは、訃報の次の日、平成 3年、シ

カゴの学会に先生を招聘したことが懐かしいと直ぐメールが

届いたことに感激を覚えた。日本の血液病理の創生期からの

多数の先生がたにも紹介いただき、今の自分があるように感

じている。皆、菊池先生のことが好きであったことが、いつ

も話がでると感じられる。先生とは、歳の差が 25 歳あり、

今が先生に初めてお会いした歳になり、難しいことと承知し

ているが、今後の生き方のお手本にしたいと思っている。

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　病理学

吉野　正

菊池昌弘先生には「リンパ腫」の世界で押しかけ弟子をし

ておりました。1992 年頃に本学で特別講義をしていただき、

その際、「リンパ節病変」の特集号（文光堂 1994 年）が出る

が何か書けるか、とお尋ねになりました。接着因子等のこと

を申し上げ、それが初めての外部での仕事となりました。そ

の後福岡に招聘いただき、接着因子のお話をしました。菊池

先生は「知の巨人」であり、知識欲の塊で、その知的好奇心

を接着因子が刺激したのだと思います。臨死体験をされた話

を 2年前に伺い驚愕しましたが、その時も知識欲は全く同様

でした。1996 年にルガノミーティングがあり、その際鈴宮、

大島両先生が暑い坂を登っておられ、何をしに？とお聞きす

ると、ボスを駅に迎えに、とのことでした。わたくしも偶々

恩師　菊池昌弘先生とのお別れ 菊池昌弘先生、ありがとうございました。
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ボスである赤木教授と一緒でしたが、あのような師弟関係も

あるのか、と軽くジャブをいただきました。須知中村師弟コ

ンビも初めて近くで拝見しました。ドイツでは世界王者の

Lennert 先生にご紹介いただきました。菊池先生、須知先生

が Lennert 先生となにやら話し込んでいらっしゃるのを遠く

から見て、どんなに深い話をしていらっしゃるのだろう、と

思ったものです。（あとでお聞きすると、Lennert 先生に叱咤

激励されていたとのことで、上には上があるものです）。時

差ぼけで早朝ホテルをうろうろとしていると、菊池先生も散

歩（？）しておられました。Lennert 先生が近寄ってこられ、

君はしっかりゆっくり歩んでいきなさい、と言われました。

私はしびれてしまいました。会に提出した、リンパ腫のよう

な薬剤性リンパ節炎がよかったのかもしれません。菊池先生

の人並外れた包容力は、Lennert 先生譲りだと感じました。

菊池先生は折々に PCでお書きになった葉書を下さいました。

昨年末のそれには「君が学部長になったことはこの世界の損

失です」とありました。菊池先生、本当にありがとうござい

ました。

九州大学形態機能病理学教室

小田 義直

日本病理学会名誉会員、福岡大学名誉教授、菊池昌弘先生

は平成 24年 4月 28日、悪性リンパ腫のためご逝去されました。

享年 78 才でした。ここに御生前の御功徳を偲び、謹んで哀

悼の意を表します。

菊池昌弘先生は 1958 年に九州大学医学部を卒業後に九州

大学医学部橋本美智雄教授主宰の第二病理学教室で大学院生

として病理学の研究をスタートされ助手、講師、助教授を経

て 1973 年に福岡大学医学部第一病理学教室初代教授として

赴任されました。その間の 1966 年から 1968 年にかけて文部

省在外研究員として当時の西ドイツのHannover Nodrstadt 

Krankenhaus （Fresen 教授）およびKiel 大学（Lennert 教授）

のもとに留学されました。先生は造血器病理学に関して広範

な業績をあげられましたが、特に菊池病（組織球性壊死性リ

ンパ節炎）の発見は世界的に有名であることは皆様ご存じの

とおりです。日本人で病名に名を残した数少ない医学研究者

のお一人であり、先生の業績は日本の病理学が世界に誇れる

ものであります。1983 年からは福岡大学医学部長、付属病院

長、福岡大学副学長を歴任され大学の運営、医療問題全般へ

の取り組みを行い、学生教育と後進の育成に御尽力されまし

た。

IAP 関係では 1995 年から 1997 年まで理事を務められ、

1986 年に教育講演、1988 － 1990 年および 1997 － 98 年には

スライドセミナーを御担当いただき IAPの発展のために御尽

力いただきました。その功績により 2007 年には Silverberg

病理診断教育賞を受賞されています。

先生は偉大な病理学者であるにも関わらず、気さくなお人

柄であり、そのためか医学の分野に留まらず、豊富な人脈を

お持ちでした。また学生時代より登山をこよなく愛し、数年

前までかつての山岳部の友人、後輩と登山を楽しまれていた

と聞き及んでおります。

先生は病理学の研究、教育、病理診断を通して日本の病理

学の発展に寄与し、特にリンパ節・骨髄の研究において卓越

した多数の業績を挙げ、多くの後進の教授を育成されること

により、わが国ならびに世界の病理学の研究進展に多大の貢

献をされました。

ここに謹んでご遺徳を讃え、御冥福をお祈りいたします。

2002年5月Kielで開催された第5回日独リンパ腫シンポジウムにて
（左から中村栄男先生、パーパリッシュ先生（キール大学）菊池先生、
Lennert先生、吉野　正先生）

菊池昌弘先生のご逝去を悼んで
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IAP 日本支部主催　日本病理学会後援
日　時：平成 24 年 11 月 24 日（土）　9：00 － 17：30

場　所： 名古屋大学 

〒 466-8550　愛知県名古屋市昭和区鶴舞町 65 番地

教育シンポジウム

「悪性リンパ腫診断 update 2012」
　　　　　　　　　　　　モデレーター　：吉野　正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　栄男

本年の IAP日本支部シンポジウムは「リンパ腫」が選ばれ

ました。リンパ腫は鑑別疾患の多い難解な領域という定評を

いただいています。それを反映してスライドセミナーの受講

される方の多い領域のひとつでもあります。研究の進展に

伴ってリンパ腫領域は日々進歩し、WHO分類は 2001 年に第

3版が出され、2008 年に第４版が上梓されました。その際多

数の新疾患が収載されました。本シンポジウムでは本邦を代

表する演者の方々に各リンパ腫の特徴、最近の進歩を紹介い

ただきます。出席者の先生方の日常診断に生かしていただけ

れば幸甚です。

スライドセミナー

今年度の IAP 日本支部主催のスライドセミナーは、11 月

24 日（土曜日）に名古屋大学で開催されます。本年度は２つ

のコース、すなわち、①肝生検の病理（講師：全　陽先生）、

②腎生検の病理（講師：上田善彦先生）が新規で加わります。

いずれも日常診断に役立つ実践的な内容となっています。な

お、「乳腺針生検の病理診断」「大腸ポリープの病理診断」の

2つのコースは本年度が最終となります。若い先生から経験

を積まれた先生方まで多数の参加をお待ちしています。

教育担当　清水道生

「新規コース紹介」

腎生検の病理

獨協医科大学越谷病院　病理部

上田善彦

腎生検の病理診断は、形態的診断の

みならず、病態の把握や形態的裏付け

を意味しており、光顕、免疫所見、電

顕所見の見方、考え方が重要であり、

標本の質の良し悪しも診断には重要な key point となります。

今回のセミナーでは、頻度の高い疾患から最低限必要な疾患

までの糸球体病変を中心に、所見の見方、診断法、臨床への

コメントなどについて解説をしたいと考えています。

肝生検－非腫瘍性疾患－

Institute of Liver Studies, King’s College Hospital, London

全　陽

肝生検を苦手にされている病理医は

多いのではないかと思います。その理

由として、同じような組織変化が異な

る疾患で見られること、また系統だっ

た診断法が教科書にほとんど記載されていないことが考えら

れます。現在、世界的には、『組織パターンにもとづく肝生

検診断』が主流となっており、本セミナーでは、『組織パター

ン』からどのように診断にアプローチするか紹介したいと思

います。

日　時：平成 24 年 11 月 24 日（土）　9：00 － 17：30

場　所： 名古屋大学（〒 466-8550　愛知県名古屋市昭和区鶴

舞町 65 番地）

教育シンポジウム　9：00 － 11：45

テーマ：悪性リンパ腫診断 update 2012

モデレーター： 吉野　正 

（岡山大学岡山大学大学院医歯学総合研究科病理学） 

中村　栄男 

（名古屋大学大学院医学系研究科臓器病態診断学）

演　者：1． 松野　吉宏 （北海道大学病院　病理部） 

低悪性度 B細胞リンパ腫

　　　　2． 中村　直哉 

（東海大学医学部基盤診療系病理診断学） 

高悪性度 B細胞リンパ腫

　　　　3． 中村　栄男 

（名古屋大学大学院医学系研究科臓器病態診断学） 

TN細胞リンパ腫

　　　　4． 田丸　淳一 

（埼玉医科大学総合医療センター病理部） 

ホジキンリンパ腫

　　　　5． 稲垣　宏（名古屋市立大学医学部臨床病態病理学）

リンパ腫の分子病態

（詳細は決定次第 IAP ホームページに掲載、http://www.

iapjapan.org/）

（担当：加藤良平）

2012年　IAP病理学教育セミナー

2012年IAP日本支部病理学教育セミナー
申込み案内

当日はご自由にご参加ください（参加費・会員 3,000 円、
非会員 4,000 円、ハンドアウト代を含む）。
その時に病理専門医の更新に必要な参加証をご用意いた
します。（5単位）。
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スライドセミナー　13：15 － 17：30

1 時限目　13：15 － 15：15　　　　　　　　　敬称略

*A-1
肝生検の病理診断（非腫瘍性疾患）
全　陽（Institute of Liver Studies, King's College Hospital, UK）

B-1
皮膚色素性病変の病理診断
泉 美貴（東京医科大学医学教育学講座）

C-1
骨腫瘍の病理
小田 義直（九州大学大学院医学研究院形態機能病理学）

D-1
乳腺針生検の病理診断
森谷 卓也（川崎医科大学病理学 2）

2 時限目　15：30 － 17：30

*A-2
腎生検の病理
上田善彦（獨協医科大学越谷病院病理部）

B-2
前立腺癌 ―良悪性の鑑別を中心に―
鷹橋 浩幸（東京慈恵会医科大学病理学）

C-2
卵巣腫瘍の病理
安田 政実（埼玉医科大学国際医療センター病理診断科）

D-2
大腸ポリープの病理診断
岩下 明徳（福岡大学筑紫病院病理部）

事前資料としてバーチャルスライド（DVD-R）を送付予定です。

* 印は新規のものです。

病理専門医の資格更新単位として 10 単位が得られます。

受講料： 1 コース IAP 日本支部会員 7,000 円、非会員 12,000

円です。

（教育担当：清水　道生）

連絡先： IAP 日本支部  教育委員長  清水 道生 （スライドセ

ミナー担当）

　　　　 埼玉医科大学・国際医療センター・病理診断科 

　〒 350-1298　埼玉県日高市山根 1397-1 

　TEL 042-984-0609　Fax 042-984-0609 

IAP 日本支部  常任幹事  加藤  良平 

 （教育シンポジウム担当） 

〒 409-3898 山梨県中央市下河東 1110 

山梨大学医学部人体病理学 

TEL 055-273-9529　FAX 055-273-9534

下記の要領にて 2012 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励

賞を公募いたします。

記
賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞

応募資格： 日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時 40

歳未満）の病理医（IAP 日本支部の会員か否かは

問わない）

選考対象： 2011 年 1 月から 12 月の間に雑誌に公表された診

断病理分野における優れた英文論文（1編）。但し、

留学先での仕事ではなく日本での仕事のみ。筆頭

著者を原則とする。

受賞者数：3名以内

賞の内容：賞状と副賞

応募方法
推薦、自薦ともに可とするが、推薦を原則とする。（しかし、

推薦者がいない場合でも受付ける。）

申請時に必要なもの：

1．応募者の履歴書

2． 推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推

薦人がいない場合） 

A4 用紙 2枚以内（書式は問わない）

3．論文の別刷 7部 （1 部はオリジナル、他はコピー可）

応募の締切：2012 年 8 月 31 日（当日の消印有効）

宛　　　先： 〒409-3898　山梨県中央市下河東 1110　山梨大学

医学部　人体病理学講座　IAP日本支部事務局内

　　　　　 「IAP日本支部・病理診断学術奨励賞」選考委員

会宛

選考方法・発表
IAP 日本支部が指名する「IAP日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会からの

外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋の

IAP 日本支部年次総会における表彰式に参加する。また、受

賞者を IAP日本支部のNews Bulletin 紙上に加え、日本病理

学会、日本臨床細胞学会の機関誌に公表する。

IAP 日本支部常任幹事　加藤良平

今年のUSCAP はカナダのブリティッシュコロンビア州南

西部に位置するバンクーバーで開催された。バンクーバーは

同州最大の都市で、学会場となったコンベンションセンター

からは Burrara Inlet が見渡せる。学会は相変わらず盛会で、

日本からも多くの病理医や研究者が参加したが、やはり、ア

メリカ合衆国で開かれるUSCAP に比較すると、参加者の数

は少ないようだった。

著者はコンパニオンミーティング（Endocrine Pathology 

Society）から参加したが、そのシンポジウムは「Minimizing 

Gray Zones in Diagnosis of Endocrine Lesions」というタイ

2012 年 IAP日本支部・病理診断
学術奨励賞の公募

USCAP2012 に参加して
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トルで、オーストラリア、米国、ドイツ、カナダなど各国か

らの専門家がそれぞれ素晴らしい発表を行った。このような

顔ぶれを見ると、USCAP が本当の意味での国際学会である

ことが実感できた。

USCAP のビジネスミーティングにも参加したが、特筆す

べきは IAP 日本支部でもおなじみの Silverberg 先生が名誉

ある Distinguished Pathologist 賞を受賞されたことである。

我々日本支部としても大変うれしい限りである。また、驚い

たのは Robin Cook 先生に会長賞が贈られたときに、何と

IAP日本支部の松原会長が突然舞台に現れて、受賞写真を撮

影されたことである（Robin Cook 先生の代わりに頼まれた

そうです）。ちなみに、すでに発行されているNews Bulletin 

Vol 53 No 2 2012 に出ている Robin Cook 先生の受賞写真は

松原会長が撮影したものですので一読あれ。

学会 2日目の夕方には、毎年USCAP 期間中に行っている

IAP 日本支部懇親会「ジャパンナイト」が開催された。この

ジャパンナイトには日本からのUSCAP 参加者の他に、米国

やカナダ在住の日本人病理医も参加され、総勢 70 名に達した。

のジャパンナイトでは、今回Distinguished Pathologist 賞を

受賞された Silverberg 先生ご夫妻も参加され、IAP日本支部

から記念の夫婦ワイングラスと先生のもとに留学された方々

を代表して笹野先生（東北大学）から記念品が贈られた。

USCAP に参加する意義は、自分の研究を発表することが

もちろん第一であるが、世界各国から一流の研究者が集まる

会でもあるので、研究者同士での情報交換や友好を深めると

いう意味も含まれる。次回のUSCAP は、来年の 3月に米国

メリーランド州のボルチモア（Baltimore）で開催される予定

だが、是非ともまた参加しようと思っている。

USCAP会場

USCAP 2012 ジャパンナイト
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IAP 日本支部常任幹事　加藤良平

第7回Asia Pacific Society for Molecular Immunohistology 

（APSMI）が会長の Pongsak Wannakrairot 先生とインドネシ

アの Evlina Suzanna 先生の企画、運営によって、5月 23 日

から 25 日までの 3日間、インドネシアのBali 島で開催された。

IAP日本支部からは松原会長、長村本部副会長とともに日本

からの参加者の一人として参加、発表した。参加者はBali 島

開催ということで、やはりインドネシア、マレーシアからが

多く、その他、タイ、オーストラリア、韓国などからも出席

されていた。

学会はMercure Resort Sanur というホテルで行われまし

たが、特記すべきは学会の冒頭で今年の 2 月に急逝された

Anthony Leong 先生を偲ぶ式典と追悼のMemorial Lecture 

が行われたことである。このMemorial Lecture は、彼のよ

き朋友でともにAPSMI の創立に貢献された長村義之先生（国

際医療福祉大学三田病院）により行われた。謹んで Leong 先

生のご冥福をお祈り申し上げます。

The 4th TAIWAN/JAPAN CONJOINT SLIDE CONFERENCE
第4回日本―台湾合同スライドカンファレンスのご案内
来る 10 月に、以下のように第 4回日台合同スライドカン

ファランスを行います。これは 2年に 1回、台湾と日本とで

行っているもので、今回で 4回目です。前回は台湾の高雄で

行われ、日本からの参加者は 30 名程度でしたが、参加した

人はいずれも、台湾の人の親切なこと、親日的なことに感じ、

台湾が好きなったようです。

以下のように、日本側からの口演の症例検討 5例、ポスター

発表（症例または病理診断に役立つ研究）数題を募集いたし

ます。奮ってご応募下さい。

応募方法：
下記について、Conference President までお送り下さい。

（〆切：2012 年 7 月 31 日（火））

メールで送る事項（CD郵送も可）：

1．発表形式の希望（口演またはポスター）

2． 口演、ポスター共に、A4版に半ページ程度の抄録（発

表者名を含む）。

3．連絡先の氏名、所属名、住所、e-mailアドレス、電話番号

郵送するもの（症例の場合）：

HEスライド 1－ 2枚

日程： 平成 24 年 10 月 26 － 27 日（金～土）

10 月 26 日（金） 

　12：00 － 14：00 台湾からの参加者到着（羽田空港） 

　15：00 － 18：00  Slide conference 

（日本から 5題、台湾から 5題）

　18：00 － 19：00 Poster session 

　19：30 － レセプション 

10 月 27 日（土） 

　 9：00 － 17：00 Excursion（浅草、Skytree ツアー）

　18：00 － Farewell party

会場：（公財）がん研究会がん研究所吉田記念講堂

参加費： Slide conference + レセプション 5,000 円 

Excursion+ Farewell party 10,000 円

申込先： Conference President 石川雄一（ishikawa@jfcr.or.jp）

135-8550　 東京都江東区有明 3-8-31 

がん研究会がん研究所病理部

　　　　 Phone：03-3570-0448（病理部長室、通山秘書）、

Fax：03-3570-0558（病理部）

第 7回APSMI 報告

松原会長と長村ご夫妻

Anthony Leong先生を偲ぶMemorial lecture（長村先生）

Upcoming Meeting

第 4回日本―台湾
合同スライドカンファレンス
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Conference に関する問い合わせ先：

がん研究会がん研究所病理部　石川雄一（ishikawa@jfcr.or.jp）

 IAP 日本支部　会長　松原　修

 　　　　　常任幹事　加藤良平

 〒 409-3898 山梨県中央市下河東 1110

 山梨大学医学部人体病理学講座内

 IAP 日本支部事務局

 E-mail：jdiap-med@yamanashi.ac.jp

会期：2012 年 9 月 30 日－ 10 月 5 日

場所：南アフリカ・ケープタウン国際会議センター

http://www.iap2012congress.com

会期：2013 年 9 月 5 日－ 8日

場所：Busan Exhibition & Convention Center

http://www.apiap2013.org

* 詳しくはホームページをご覧ください。

日　　　時：2012 年 2 月 15 日（水）15 時～

場　　　所：浜松町東京會舘　レストランレインボー

　　　　　　 〒 105-6103　東京都港区浜松町 2-4-1 

世界貿易センタービル 39 階 

Tel：03-3435-2600（直通） 

http://www.wtcbldg.co.jp/map/index.html

出席者： 松原、橋本、長村、中谷、清水、諸星、岩下、諸星、

石川、黒田、小田、加藤（良）、河野（事務局）

欠席者： 牛込、山邊、岩崎、吉野、白石、森谷、内藤、加藤（洋）、

根本

議　　題
○ 2012 年　理事、役員、各委員会の確認

報告事項：
1．IAP 日本支部 50 周年記念式典および祝賀会について

2．IAP50 周年記念事業・記念誌発行について

3．2012 年開催予定国際会議・学術集会について

　・ USCAP （2012 年 3 月 17 日 － 23 日、Vancouver, 

Canada）  Japan Night について

　・APSMI （2012 年 5 月 23 日－ 25 日 , Bali）（長村）

　・ 第29回国際IAP会議 （2012年9月30日－10月5日、ケー

プタウン国際コンベンションセンター、南アフリカ）

　・ 第 4 回日台合同スライドカンファレンス（2012 年 10

月 26 日－ 27 日、がん研・有明病院） 

　・ 2012 年 IAP 日本支部病理学教育セミナー（2012 年 11

月 24 日、名古屋大学） 

4．2011 年 IAP 病理学教育セミナー報告　

　・IAP日本支部 50 周年記念国際教育シンポジウム

　・IAPスライドセミナー

5．委員会報告

　・IAP日本支部理事指名委員会（橋本）

　・病理診断学術奨励賞選考委員会（吉野、加藤（洋））

　・Award 委員会（山邉、松原）

6．庶務報告　（加藤（良））

7.　その他

審議事項：
1．IAP 日本支部 2012 年事業計画　

2．2012 年 IAP 病理学教育セミナーについて　

3．2012 年 IAP スライドセミナー　新規コースについて　

4． 第 8 回 APIAP の convener の選出 

日　時：2012 年 4 月 26 日 （木） 12 時 10 分～ 13 時 10 分

場　所：京王プラザホテル　本館 43 階　「ムーンライト」

　　　　 Tel：03-3344-0111（代表） 

〒 160-8330　東京都新宿区西新 2-2-1

出席者： 松原、橋本、中谷、長村、森谷、小田、黒田、石川、

岩崎、根本、加藤（洋）、内藤、加藤（良）、近藤（事

務局）、河野（事務局）

欠席者：牛込、清水、吉野、諸星、山邊、岩下、白石

第 29 回国際 IAP会議 

 第 8 回　Asia Pacific
IAP Congress in Busan, Korea

Busan Exhibition  Convention Center

2012 年 IAP日本支部第 1回理事会 2012 年 IAP日本支部第 2回理事会



10

議　　題
報告事項：
1．2011 年度会計報告

2．IAP日本支部 50 周年記念事業 （記念誌） 

3． USCAP （2012年 3 月17日－23日，Vancouver, Canada），

Japan Night 報告

4．その他 

審議事項：
1． 2012 年 IAP 病理学教育セミナーについて 

（2012 年 11 月 24 日（土）・名古屋大学）　

　・教育シンポジウム　・スライドセミナー

2． 第 4回日本－台湾合同スライドスライドカンファレンス 

（10 月 26 日（金）27 日（土）、がん研、有明病院）

3．APSMI　（5月 23 日－ 25 日 , Bali）

4． 第 29 回国際 IAP会議 

（9 月 30 日－ 10 月 5 日 , ケープタウン、南アフリカ） 

5．第 9回　APIAP in Busan, Korea 2013 年

6．その他

rqrqrqrqrqrqrq

あとがき
菊池昌弘先生が 4 月 28 日に急逝され、今回の News 

Bulletin には、菊池先生と生前関係があった多くの方がその

追悼文をご寄稿された。正に「巨星堕つ」という表現が相応

しい出来事だと思う。心からご冥福をお祈りする次第だ。そ

んなこともあって、News Bulletin を次との合併号として発

行しようかとも当初思ったが、今回の記事には今秋の IAP病

理学教育セミナーや日本台湾合同スライドカンファレンスな

どの重要なインフォメーションも含まれているので、何とか

個別に出すように努力した。少し遅れてしまったが、ご容赦

を願いたい（実は事務局一同ほっとしている）。

* 事務局より：メールアドレス、所属先等、登録内容に変更

がございましたら下記事務局アドレスまでお知らせください。

〒 409-3898　山梨県中央市下河東 1110

山梨大学医学部人体病理学講座

加藤良平 /近藤哲夫 /河野嘉代子

Tel：055-273-9529/Fax：055-273-9534

E-mail：jdiap-med@yamanashi.ac.jp
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